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栽
培
の
き
っ
か
け
は
？

　
平
成
元
年
、生
協
か
ら
の「
産
直
グ
ル
ー

プ
を
作
り
ま
せ
ん
か
」と
い
う
話
を
き
っ
か

け
に
、キ
ャ
ベ
ツ
・
な
す
・
と
う
も
ろ
こ
し

な
ど
数
品
目
の
露
地
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
天
候
の
影
響
も
多
く
、限
ら

れ
た
土
地
で
効
率
的
に
農
業
を
す
る
た
め

に
は
、ハ
ウ
ス
栽
培
で
回
転
率
の
良
い
作
物

が
必
要
と
考
え
、葉
物
に
絞
り
ま
し
た
。そ

の
後
、部
会
に
入
り
、現
在
は
妻
と
2
人
で

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、ほ
う
れ
ん
草
な
ど
を
面

積
35
ア
ー
ル
で
栽
培
し
、J
A
を
通
じ
て

主
に
生
協
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

■
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
中
山
間
地
域
の
農
業
者
と
し
て
、環
境
に

配
慮
し
た
栽
培
を
す
る
こ
と
で
す
。私
た
ち

が
農
作
業
で
使
っ
た
水
な
ど
は
下
の
地
域

へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。30
数
年
ほ
ど
前
に

小
石
原
に
住
む
方
か
ら
言
わ
れ
た「
あ
な

た
方
が
こ
の
地
で
家
族
と
暮
ら
し
、農
業
や

林
業
を
行
う
こ
と
は
と
て
も
価
値
が
あ
る

の
で
す
よ
」と
い
う
言
葉
と
共
に
、長
年
と

て
も
大
切
な
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
に
よ
り
目
指
す
農
業
は
違

い
ま
す
。自
分
た
ち
が
住
む
地
域
農
業
を

活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、Ｊ
Ａ
は
も
っ
と

地
域
と
密
着
し
、組
合
員（
生
産
者
）と
向

き
合
い
、私
た
ち
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
と
行
政

と
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
魅
力
は
？

　
回
転
率
が
良
く
、
計
画
的
な
栽
培
が
で

き
る
点
で
す
。
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
定
植
か

ら
収
穫
ま
で
の
期
間
は
、
夏
場
で
約
25
日
、

冬
場
で
約
50
日
で
す
。
4
月
か
ら
12
月
の

9
カ
月
間
で
5
〜
6
回
転
さ
せ
て
栽
培
し

て
い
ま
す
。
夏
は
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た

食
感
、
冬
場
は
柔
ら
か
く
ト
ロ
リ
と
し
て

季
節
に
よ
っ
て
美
味
し
さ
が
違
い
ま
す
。

我
が
家
で
は
、
白
菜
の
か
わ
り
に
鍋
に
入

れ
た
り
、
肉
団
子
・
春
雨
と
の
ス
ー
プ
が

定
番
料
理
で
す
。

■
家
族
は
？

　
子
供
た
ち
が
幼
い
頃
は
、
苗
の
定
植
や

袋
詰
め
な
ど
を
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
娘
婿
が
休
日
に
手

伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先

日
、
娘
婿
と
2
人
で
作
業
中
に
、
冬
の
寒

さ
で
一
時
は
枯
れ
た
よ
う
に
な
っ
た
チ
ン

ゲ
ン
サ
イ
が
元
気
を
取
り
戻
し
、
無
事
収

穫
で
き
た
こ
と
に
触
れ
「
植
物
は
強
い
ね
。

人
間
も
何
か
が
あ
っ
て
シ
ュ
ン
と
し
て
い

て
も
、
植
物
の
よ
う
に
強
く
な
り
た
い
も

の
だ
ね
」と
農
作
物
を
よ
く
観
察
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
一
緒
に
話
し
ま
し
た
。単
に

農
作
業
の
方
法
だ
け
で
は
な
く
、農
業
か

ら
感
じ
る
様
々
な
想
い
を
次
の
世
代
と
共

に
話
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、家
族
み
ん
な
で
賑
や
か

に
地
域
農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

今月の表紙の“ひと”

令和4年度　新入職員
 

4月1日、新入職員21名が

入組式を迎えました。

真新しい制服に身を包み、

緊張の面持ちで深町組合長

より辞令を受けました。

今月号の表紙は、本店での

入組式が無事終わり、決

まったばかりの配属先に向

かう直前に撮影しました。

組合員・地域の皆様、どう

ぞよろしくお願いします。

★新入職員の紹介は8ペー

ジをご覧ください
▲17年前に栁瀬さんご家族に表紙を飾っていた
　だきました（2005年12月号）
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（令和4年4月1日現在）

令和4年度

JA筑前あさくら 管理機構図

平成29年７月九州北部豪雨によりＪＡ筑前あさくら管内で発生した大規模災害に対して、迅速かつ的確に復旧・復興支援を行
うとともに地域農業復興企画を策定するにあたり、指揮命令系統及び業務の明確化を図ることを目的として、災害復興対策室
を設置し取り組みを行ってきました。被災地域でのファーム事業など、その取り組みは評価されています。今後この取り組みを
被災地域以外にも拡大し農業振興をおこなうため災害復興対策課とし、営農部管轄で営農支援課との連携により事業拡大に
向けた取り組み強化を図ります。

災害復興対策室を営農部の災害復興対策課へ変更

野菜課を一体化し総合的に生産拡大の取り組み強化を行います。

野菜課と東部野菜課の統合

行政ワンフロアを営農支援課において業務を行ってきましたが、普通作の作付けや政策についての内容が多いため「農畜産
課」へ移管した中で一体的に行います。

行政ワンフロアを営農支援課より農畜産課へ移管

が新設・変更した部署
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▼
室
長
　
原
野
智
宏

（
総
務
部
　
人
事
教
育
課
　
課
長
）

▼
室
長
　
井
上
智
夫（
朝
倉
支
店
　
支
店
長
）

▼
部
長
　
三
原
正
道

（
リ
ス
ク
管
理
室
　
室
長
）

【
人
事
教
育
課
】

▼
課
長
　
吉
松
美
和

（
総
務
部
　
人
事
教
育
課
　
係
長
）

▼
係
長
　
熊
谷
聖
子

（
甘
木
中
央
支
店
　
複
合
渉
外
　
係
長
）

▼
部
長
　
濵
﨑
俊
充

（
災
害
復
興
対
策
室
　
課
長
）

【
組
織
ふ
れ
あ
い
課
】

▼
担
当
考
査
役
　
日
野
一
幸

（
杷
木
支
店
　
組
織
経
済
　
次
長
）

【
金
融
課
】

▼
課
長
　
坂
田
陽
一

（
金
融
共
済
部
　
融
資
運
用
課
　
課
長
）

▼
係
長
　
近
藤
真
衣

（
杷
木
支
店
　
金
融
　
係
長
）

▼
井
本
莉
子（
三
輪
支
店
　
金
融
共
済
）

【
融
資
運
用
課
】

▼
課
長
　
堀
尾
英
之

（
金
融
共
済
部
　
融
資
運
用
課
　
係
長
）

▼
係
長
　
木
下
研
吾

（
杷
木
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
共
済
課
】

▼
課
長
　
中
島
恵
美

（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
　
係
長
）

▼
井
上
亜
美（
朝
倉
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
推
進
課
】

▼
係
長
　
渉
外
ト
レ
ー
ナ
ー
　
井
上
貴
史

（
金
融
共
済
部
　
推
進
課
　
渉
外
ト
レ
ー
ナ
ー
）

【
本
店
営
業
課
】

▼
課
長
　
塚
本
照
美

（
金
融
共
済
部
　
金
融
課
　
係
長
）

【
果
樹
課
】

▼
係
長
　
江
藤
大
貴（
園
芸
部
　
果
樹
課
）

【
野
菜
課
】

▼
課
長
　
倉
光
久
治

（
園
芸
部
　
東
部
野
菜
課
　
課
長
）

▼
担
当
考
査
役
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
　

畠
江
慎
吾（
園
芸
部
　
東
部
野
菜
課
　
係
長
）

▼
係
長
　
深
江
慎
治（
園
芸
部
　
野
菜
課
）

▼
係
長
　
深
見
修
平（
園
芸
部
東
部
野
菜
課
）

【
営
農
支
援
課
】

▼
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
　
係
長
　
荻
野
拓

（
営
農
部
　
営
農
支
援
課
）

【
災
害
復
興
対
策
課
】

▼
課
長
　
原
口
宏
智

（
園
芸
部
　
野
菜
課
　
課
長
）

【
農
畜
産
課
】

▼
係
長
　
林
明
生（
園
芸
部
　
果
樹
課
　
係
長
）

【
ラ
イ
ス
事
業
課
】

▼
朝
倉
カ
ン
ト
リ
ー
　
坂
田
憲
司

（
総
務
部
付
）

【
資
材
流
通
課
】

▼
係
長
　
田
中
丈
章

（
甘
木
中
央
支
店
　
組
織
経
済
　
係
長
）

▼
部
長
　
手
島
義
勝

（
災
害
復
興
対
策
室
　
室
長
）

【
燃
油
課
】

▼
池
田
英
治（
燃
料
福
祉
部
　
燃
油
課

セ
ル
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
杷
木
）

▼
セ
ル
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
宝
珠
山
　

栁
瀬
拓
也（
燃
料
福
祉
部
　
福
祉
事
業
課
　

福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
）

【
金
融
共
済
】 

▼
金
融
係
長
　
上
野
由
希

（
朝
倉
支
店
　
複
合
渉
外
）

▼
渕
上
は
る
な（
朝
倉
支
店
　
金
融
）

【
複
合
渉
外
】 

▼
熊
谷
琢
磨（
東
峰
支
店
）

【
組
織
経
済
】　

▼
次
長
　
草
野
計
公

（
夜
須
支
店
　
組
織
経
済
　
次
長
）

▼
係
長
　
営
農
渉
外
担
当
　
矢
野
祐
司

（
朝
倉
支
店
　
組
織
経
済
　
係
長
）

▼
東
峰
・
杷
木
地
区
営
農
渉
外
担
当

赤
星
秀
一（
東
峰
支
店
　
組
織
経
済
）

【
金
融
共
済
】  

▼
熊
谷
麻
美（
杷
木
支
店
　
金
融
共
済
）

▼
三
笘
ち
あ
き（
杷
木
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
複
合
渉
外
】  

▼
室
井
善
央（
金
融
共
済
部
　
融
資
運
用
課
）

▼
支
店
長
　
大
山
泰
英

（
金
融
共
済
部
　
金
融
課
　
課
長
）

【
複
合
渉
外
】　

▼
小
野
征
二（
東
峰
支
店
　
複
合
渉
外
）

▼
吉
村
達
也（
夜
須
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
組
織
経
済
】  

▼
営
農
渉
外
担
当
　
重
松
汰
一

（
朝
倉
支
店
　
組
織
経
済
）

▼
支
店
長
　
安
陪
伊
博

（
三
奈
木
支
店
　
支
店
長
）

【
金
融
】  

▼
次
長
　
内
田
光
一

（
金
融
共
済
部
　
共
済
課
　
課
長
）

▼
係
長
　
小
幡
美
由
紀

（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
）

【
共
済
】

▼
次
長
　
矢
野
博
証

（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
　
次
長
）

▼
飯
田
祐
未（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
）

【
複
合
渉
外
】　

▼
長
井
俊
輔（
三
奈
木
支
店
　
複
合
渉
外
）

▼
古
賀
蓮
人（
甘
木
中
央
支
店
組
織
経
済
）

【
組
織
経
済
】

▼
係
長
　
一
ノ
宮
恵

（
営
農
部
　
資
材
流
通
課
　
係
長
）

▼
営
農
渉
外
担
当
　
合
原
久
義

（
朝
倉
支
店
　
複
合
渉
外
）

▼
営
農
渉
外
担
当
　
井
上
雄
大

（
甘
木
中
央
支
店
　
組
織
経
済
）

▼
川
上
耕
生（
甘
木
中
央
支
店
　
複
合
渉
外
） 

▼
支
店
長
　
永
野
晴
基

（
甘
木
中
央
支
店
　
共
済
　
次
長
）

▼
金
融
係
長
　
内
田
翔
子（
三
奈
木
支
店
）

▼
合
原
と
も
み（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
）

▼
赤
司
寛
太（
三
輪
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
複
合
渉
外
】　

▼
井
上
光
枝（
三
奈
木
支
店
）

▼
支
店
長
　
小
幡
金
弘

（
秋
月
支
店
　
共
済
経
済
　
係
長
）

▼
共
済
経
済
係
長
　
古
賀
新
也

（
夜
須
支
店
　
金
融
共
済
　
共
済
係
長
）

▼
荒
木
由
加
里（
甘
木
中
央
支
店
　
共
済
）

▼
手
嶋
友
美（
営
農
部
　
資
材
流
通
課
）

【
複
合
渉
外
】

▼
今
林
楓（
金
融
共
済
部
　
共
済
課
）

【
組
織
経
済
】 

▼
営
農
渉
外
担
当
　
山
下
智
弘

（
三
輪
支
店
　
組
織
経
済
）

【
金
融
共
済
】

▼
共
済
係
長
　
森
宏
美

（
朝
倉
支
店
　
複
合
渉
外
　
係
長
）

【
組
織
経
済
】

▼
次
長
　
柿
原
光

（
営
農
部
　
農
畜
産
課
　
係
長
　
中
部
担
当
）

▼
営
農
渉
外
担
当
　
梶
原
時
雄

（
夜
須
支
店
　
組
織
経
済
）

　
鐘
江
秀
樹

　（
園
芸
部
　
野
菜
課
　
係
長
）

　
林
　
俊
幸

　（
総
務
部
　
部
長
）

　
堀
　
和
明

　（
内
部
監
査
室
　
室
長
）

　
村
井
勝
志

　（
営
農
部
　
ラ
イ
ス
事
業
課
　
昭
和
Ｃ
Ｅ
）

　
井
口
富
美
子

　（
三
輪
支
店
　
複
合
渉
外
）

　
坂
田
直
隆

　（
燃
料
福
祉
部
　
部
長
）

　
平
木
鎮
雄

　（
朝
倉
支
店
　
組
織
経
済
）

　
川
波
　
啓

　（
秋
月
支
店
　
支
店
長
）

　
平
野
　
実

　（
総
合
企
画
部
　
組
織
ふ
れ
あ
い
課

　
担
当
考
査
役
）

　
内
田
知
之

　（
甘
木
中
央
支
店
　
支
店
長
）

総
務
部

内
部
監
査
室

リ
ス
ク
管
理
室

総
合
企
画
部

金
融
共
済
部

園
芸
部

営
農
部

燃
料
福
祉
部

杷
木
支
店

令
和
４
年
度  

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

※

機
構
の
変
更
に
よ
る
人
事
異
動
な
ら
び
に
有
期
契
約
職
員
（
嘱
託
・
パ
ー
ト
）
は
、

　掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
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▼
室
長
　
原
野
智
宏

（
総
務
部
　
人
事
教
育
課
　
課
長
）

▼
室
長
　
井
上
智
夫（
朝
倉
支
店
　
支
店
長
）

▼
部
長
　
三
原
正
道

（
リ
ス
ク
管
理
室
　
室
長
）

【
人
事
教
育
課
】

▼
課
長
　
吉
松
美
和

（
総
務
部
　
人
事
教
育
課
　
係
長
）

▼
係
長
　
熊
谷
聖
子

（
甘
木
中
央
支
店
　
複
合
渉
外
　
係
長
）

▼
部
長
　
濵
﨑
俊
充

（
災
害
復
興
対
策
室
　
課
長
）

【
組
織
ふ
れ
あ
い
課
】

▼
担
当
考
査
役
　
日
野
一
幸

（
杷
木
支
店
　
組
織
経
済
　
次
長
）

【
金
融
課
】

▼
課
長
　
坂
田
陽
一

（
金
融
共
済
部
　
融
資
運
用
課
　
課
長
）

▼
係
長
　
近
藤
真
衣

（
杷
木
支
店
　
金
融
　
係
長
）

▼
井
本
莉
子（
三
輪
支
店
　
金
融
共
済
）

【
融
資
運
用
課
】

▼
課
長
　
堀
尾
英
之

（
金
融
共
済
部
　
融
資
運
用
課
　
係
長
）

▼
係
長
　
木
下
研
吾

（
杷
木
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
共
済
課
】

▼
課
長
　
中
島
恵
美

（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
　
係
長
）

▼
井
上
亜
美（
朝
倉
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
推
進
課
】

▼
係
長
　
渉
外
ト
レ
ー
ナ
ー
　
井
上
貴
史

（
金
融
共
済
部
　
推
進
課
　
渉
外
ト
レ
ー
ナ
ー
）

【
本
店
営
業
課
】

▼
課
長
　
塚
本
照
美

（
金
融
共
済
部
　
金
融
課
　
係
長
）

【
果
樹
課
】

▼
係
長
　
江
藤
大
貴（
園
芸
部
　
果
樹
課
）

【
野
菜
課
】

▼
課
長
　
倉
光
久
治

（
園
芸
部
　
東
部
野
菜
課
　
課
長
）

▼
担
当
考
査
役
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
　

畠
江
慎
吾（
園
芸
部
　
東
部
野
菜
課
　
係
長
）

▼
係
長
　
深
江
慎
治（
園
芸
部
　
野
菜
課
）

▼
係
長
　
深
見
修
平（
園
芸
部
東
部
野
菜
課
）

【
営
農
支
援
課
】

▼
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
　
係
長
　
荻
野
拓

（
営
農
部
　
営
農
支
援
課
）

【
災
害
復
興
対
策
課
】

▼
課
長
　
原
口
宏
智

（
園
芸
部
　
野
菜
課
　
課
長
）

【
農
畜
産
課
】

▼
係
長
　
林
明
生（
園
芸
部
　
果
樹
課
　
係
長
）

【
ラ
イ
ス
事
業
課
】

▼
朝
倉
カ
ン
ト
リ
ー
　
坂
田
憲
司

（
総
務
部
付
）

【
資
材
流
通
課
】

▼
係
長
　
田
中
丈
章

（
甘
木
中
央
支
店
　
組
織
経
済
　
係
長
）

▼
部
長
　
手
島
義
勝

（
災
害
復
興
対
策
室
　
室
長
）

【
燃
油
課
】

▼
池
田
英
治（
燃
料
福
祉
部
　
燃
油
課

セ
ル
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
杷
木
）

▼
セ
ル
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
宝
珠
山
　

栁
瀬
拓
也（
燃
料
福
祉
部
　
福
祉
事
業
課
　

福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
）

【
金
融
共
済
】 

▼
金
融
係
長
　
上
野
由
希

（
朝
倉
支
店
　
複
合
渉
外
）

▼
渕
上
は
る
な（
朝
倉
支
店
　
金
融
）

【
複
合
渉
外
】 

▼
熊
谷
琢
磨（
東
峰
支
店
）

【
組
織
経
済
】　

▼
次
長
　
草
野
計
公

（
夜
須
支
店
　
組
織
経
済
　
次
長
）

▼
係
長
　
営
農
渉
外
担
当
　
矢
野
祐
司

（
朝
倉
支
店
　
組
織
経
済
　
係
長
）

▼
東
峰
・
杷
木
地
区
営
農
渉
外
担
当

赤
星
秀
一（
東
峰
支
店
　
組
織
経
済
）

【
金
融
共
済
】  

▼
熊
谷
麻
美（
杷
木
支
店
　
金
融
共
済
）

▼
三
笘
ち
あ
き（
杷
木
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
複
合
渉
外
】  

▼
室
井
善
央（
金
融
共
済
部
　
融
資
運
用
課
）

▼
支
店
長
　
大
山
泰
英

（
金
融
共
済
部
　
金
融
課
　
課
長
）

【
複
合
渉
外
】　

▼
小
野
征
二（
東
峰
支
店
　
複
合
渉
外
）

▼
吉
村
達
也（
夜
須
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
組
織
経
済
】  

▼
営
農
渉
外
担
当
　
重
松
汰
一

（
朝
倉
支
店
　
組
織
経
済
）

▼
支
店
長
　
安
陪
伊
博

（
三
奈
木
支
店
　
支
店
長
）

【
金
融
】  

▼
次
長
　
内
田
光
一

（
金
融
共
済
部
　
共
済
課
　
課
長
）

▼
係
長
　
小
幡
美
由
紀

（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
）

【
共
済
】

▼
次
長
　
矢
野
博
証

（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
　
次
長
）

▼
飯
田
祐
未（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
）

【
複
合
渉
外
】　

▼
長
井
俊
輔（
三
奈
木
支
店
　
複
合
渉
外
）

▼
古
賀
蓮
人（
甘
木
中
央
支
店
組
織
経
済
）

【
組
織
経
済
】

▼
係
長
　
一
ノ
宮
恵

（
営
農
部
　
資
材
流
通
課
　
係
長
）

▼
営
農
渉
外
担
当
　
合
原
久
義

（
朝
倉
支
店
　
複
合
渉
外
）

▼
営
農
渉
外
担
当
　
井
上
雄
大

（
甘
木
中
央
支
店
　
組
織
経
済
）

▼
川
上
耕
生（
甘
木
中
央
支
店
　
複
合
渉
外
） 

▼
支
店
長
　
永
野
晴
基

（
甘
木
中
央
支
店
　
共
済
　
次
長
）

▼
金
融
係
長
　
内
田
翔
子（
三
奈
木
支
店
）

▼
合
原
と
も
み（
甘
木
中
央
支
店
　
金
融
）

▼
赤
司
寛
太（
三
輪
支
店
　
複
合
渉
外
）

【
複
合
渉
外
】　

▼
井
上
光
枝（
三
奈
木
支
店
）

▼
支
店
長
　
小
幡
金
弘

（
秋
月
支
店
　
共
済
経
済
　
係
長
）

▼
共
済
経
済
係
長
　
古
賀
新
也

（
夜
須
支
店
　
金
融
共
済
　
共
済
係
長
）

▼
荒
木
由
加
里（
甘
木
中
央
支
店
　
共
済
）

▼
手
嶋
友
美（
営
農
部
　
資
材
流
通
課
）

【
複
合
渉
外
】

▼
今
林
楓（
金
融
共
済
部
　
共
済
課
）

【
組
織
経
済
】 

▼
営
農
渉
外
担
当
　
山
下
智
弘

（
三
輪
支
店
　
組
織
経
済
）

【
金
融
共
済
】

▼
共
済
係
長
　
森
宏
美

（
朝
倉
支
店
　
複
合
渉
外
　
係
長
）

【
組
織
経
済
】

▼
次
長
　
柿
原
光

（
営
農
部
　
農
畜
産
課
　
係
長
　
中
部
担
当
）

▼
営
農
渉
外
担
当
　
梶
原
時
雄

（
夜
須
支
店
　
組
織
経
済
）

　
鐘
江
秀
樹

　（
園
芸
部
　
野
菜
課
　
係
長
）

　
林
　
俊
幸

　（
総
務
部
　
部
長
）

　
堀
　
和
明

　（
内
部
監
査
室
　
室
長
）

　
村
井
勝
志

　（
営
農
部
　
ラ
イ
ス
事
業
課
　
昭
和
Ｃ
Ｅ
）

　
井
口
富
美
子

　（
三
輪
支
店
　
複
合
渉
外
）

　
坂
田
直
隆

　（
燃
料
福
祉
部
　
部
長
）

　
平
木
鎮
雄

　（
朝
倉
支
店
　
組
織
経
済
）

　
川
波
　
啓

　（
秋
月
支
店
　
支
店
長
）

　
平
野
　
実

　（
総
合
企
画
部
　
組
織
ふ
れ
あ
い
課

　
担
当
考
査
役
）

　
内
田
知
之

　（
甘
木
中
央
支
店
　
支
店
長
）

朝
倉
支
店

甘
木
中
央
支
店

秋
月
支
店

三
奈
木
支
店

三
輪
支
店

夜
須
支
店

定
年
退
職
者
（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
）

東
峰
支
店

6Vol.337



　令和4年3月31日、定年退職者辞令交付式が行われ、10名が同日をもって
退職いたしました。組合員の皆様には、長い間大変お世話になりました。

（後列左から）村井勝志・古賀利恵子・内田知之・坂田直隆・川波啓
（前列左から）鐘江秀樹・堀和明・平木鎮雄・林俊幸・井口富美子・平野実
※古賀さんは経営改革推進室アドバイザー（中央会より出向）で、帰任辞令として交付式に参加

　
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
は
、長
年

に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。ご
指
導
と
励
ま
し
、ご
協
力
に
よ

り
、今
日
ま
で
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、家
族
同
様

の
お
付
き
合
い
の
中
で
、多
く
の
こ
と

を
学
び
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
朝
早
く
か
ら
お
疲
れ
さ
ま
」な
ど
温

か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
関
係
は
、

Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
の
貴
重
な
も
の
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
退
職
に
あ
た
り
、職
員
の
皆
様
に
お

伝
え
し
た
い
こ
と
は
、今
一
度
、組
合

員
の
元
へ
出
向
き
、し
っ
か
り
と
ご
意

見
を
聞
き
動
く
と
い
う
、協
同
組
合
の

原
点
に
立
ち
戻
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
、組
合
員
・
職
員
が
ワ
ン
チ
ー

ム
と
な
り
、筑
前
あ
さ
く
ら
農
業
協
同

組
合
の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
長
い
間
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林 

俊
幸

定
年
退
職
者
挨
拶
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何事にも全力で取り組む！！
少しでも先輩方に近づくこと

ができるよう頑張ります。また、一人でも多くの組合員さ
んの力になれるような職員になりたいです。

さ か も と

坂本ひより

金融課

子供の頃からJAという組織が身近に
あり、その組織の一員になれたという

ことを誇りに思い、ふるさとに恩返しをしたいと考えています。そのた
めにやれることをやるといった感じでコツコツ頑張ろうと思います。

はやし ま さ と

林　翔人

融資運用課

農業をよく知らない人達に対し、農業のやりがい・楽しさ
をより知っていただきたいです。

や ぶ 　 こ う た ろ う

藪 光太郎

果樹課

周りの人から頼られるように精一杯頑張ります。

まる や ま たける

丸山　赳

野菜課

自分なりに少しずつ慣れていきつつ、笑顔を絶やさず頑
張っていきたいと思います。

き の し た み ほ

木下 海帆

野菜課

分からないことばかりですが一生懸命頑張ります。

ま つ  お そ ら

松尾　空

販売開発課

ＪＡの職員になったからには、農
業者の方とコミュニケーション

を取っていきたいと考えています。何を農家の方が望み、
困っているのかを聞き改善していくことが目標です。

わ た  べ きよ た か

渡部 清隆

営農支援課

地域の人と盛んに交流を行うことができるようなJA職員
になりたいと思います。

う え む ら しょうへい

上村 昌平

農畜産課

真面目に何事も諦めずに頑張りたいと思います。

わ た な べ くりゅ う

渡邉 功龍

資材流通課

皆様の迷惑にならないよう精一杯、率先して頑張りたい
と思います。

お おくま し お ん

大熊 至恩

朝倉支店 複合渉外

1日も早く仕事を覚え、組合員の皆さまのお役に立てる
ように頑張ります。

ご と う かける

後藤　翔

朝倉支店 組織経済
営農渉外担当

地域の方と近い関係で、どんな
事にも耳をかたむけられるよ

うなＪＡ職員になりたいと思います。未熟ですがどんなこ
とにも一生懸命に頑張ります。

う え だ ま   ほ

植田 真帆

甘木中央支店 金融

人に温かく寄り添えるような職員になりたいです。

もり

森　はるか

甘木中央支店 金融

組合員の皆様のお役に立てるような職員になるために、
まずはたくさん知識をつけていきたいと思います。

ま が た か  よ

曲田 佳代

甘木中央支店 共済

地域の方に寄り添いあえる職員になりたいと思っていま
す。

し の は ら 　  か の ん

篠原 哉暢

甘木中央支店 複合渉外

これから仕事を頑張っていくことはもちろん、人間として
も成長できるように頑張っていきたい。

な か しま

中嶋ひかる

三輪支店 金融共済

組合員一人一人の話を聞いて、力になれるように頑張り
たいです。

み や ぞ の り  え

宮園 麗衣

三輪支店 金融共済

今までの経験を活かし、組合員様また地域の為に少しで
もお役に立てるように一生懸命頑張ります。

も り ぐ ち 　  あ け み

森口 明美

三輪支店 金融共済

地域のためになる職員になります。

ふ な も と ゆ う ひ

船本 悠陽

三輪支店 複合渉外

対人業務が多いと思うので組
合員の方を第一に考えられる

よう、また、自己成長にも繋げられる対応を心掛けていき
たいです。

た か は し めぐみ

高橋　恵

夜須支店 金融共済

ＪＡを利用する人の役に立ちたいです。

も り ぞ の 　 こ う い ち

森園 晃一

夜須支店 複合渉外
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　かき部会青年部は、柿の大苗作り
に力を入れています。８年目を迎える
この取り組みは、柿の苗木をポットで
１年間栽培し、翌年定植することで改
植時の未収益期間短縮を図ることが
目的です。
　３月下旬、青年部員、ＪＡ、朝倉普及
指導センターら総勢17人が集まり、
150本の柿「太秋」の苗木をポットに
植え付けました。今後苗は専用ハウ
スで約１年間管理していきます。
　青年部では、管内生産者の要望を踏まえ、柿「秋王」「太秋」「富有」など、毎年品種
を変えて大苗作りに取り組んでいます。

　甘木地区女性部は３月下旬、甘木中央支店でスマホ教室を開
き、地区委員を対象に７人が参加しました。教室はＮＴＴドコモス
タッフが講師を務め、スマホの便利な活用法やＬＩＮＥの使い方
を中心に学びました。参加者からは「ＬＩＮＥグループを作って日
頃の連絡を便利にしたい」「インスタグラムを使って作品の発表や
交流の場として活用したい」と期待の声が聞かれました。
　甘木地区女性部の三笠三津子部長は「女性部の皆さんが操作
に慣れて楽しくアプリを活用できるようになりたい」と笑顔を見せ
ました。女性部は今後も定期的に教室を開催していく予定です。
　※同日に三輪地区女性部も教室を開催しました

女性部企画でスマホ教室
ＬＩＮＥの使い方学ぶ

かき部会青年部　大苗作り

◇ スマートフォンの使い方を学ぶ参加者

JA
改革

がんばろう!
あさくら

JA
交流

ニュース

農産物

広 報

地 域

直売所表 彰

食 育

農産物

女性部

食 育

4 月はＪＡ自己改革、農産物、地域の活動など、合計 8 本のＪＡ筑前あさくらに関する記事が日本農業新聞に掲載さ
れました。ご購読のお申し込みは最寄りの支店まで !

　もも部会は４月上旬、春期栽培管理講習会を開きました。
６月中旬から始まる収穫に向けて、生育状況の確認や栽培
技術の情報共有が目的です。朝倉市の園地で開かれた講習
会には部会員21人が参加しました。
　講習会では、ＪＡ営農指導員から気象概要と生育状況を
報告。朝倉普及指導センターから摘果、新梢や施肥の管理、
病害虫防除など各作業の手順やポイントを指導し、適期管
理の徹底を呼び掛けました。
　2022年産は開花期から満開期に降雨はありましたが晴
天日も多く、結実は良好の見込みです。

もも部会春期栽培管理講習会
　適期管理の徹底を呼び掛け

JA
改革

がんばろう!
あさくら

JA
交流

ニュース

農産物

広 報

地 域

直売所表 彰

食 育

農産物

女性部

食 育

◇ 柿「太秋」の大苗作りに励む青年部員

◇ 栽培講習会の様子

JA
改革

がんばろう!
あさくら

JA
交流

ニュース

農産物

広 報

地 域

直売所表 彰

食 育

農産物

女性部

食 育
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肥料・農薬・資材の相談はお気軽に最寄りのＪＡまで！

プラスαマ ン ガ
シリーズ第8弾！
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麦
は
湿
害
を
と
て
も
受
け
や
す

く
、今
後
の
雨
に
よ
る
枯
れ
熟
れ
を

防
ぐ
た
め
、再
度
圃
場
を
見
回
り
、

畝
溝
を
排
水
溝
に
繋
ぎ
、雨
水
が
速

や
か
に
圃
場
外
へ
流
れ
出
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、草
の
実（
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド

ウ
な
ど
）が
麦
に
混
入
す
る
と
品
質

低
下
の
原
因
と
な
り
、
カ
ン
ト

リ
ー
、ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
荷
受

け
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、収
穫
前
に

必
ず
抜
き
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

水
稲
育
苗
に
つ
い
て
、種
子
は
薬

液
か
温
湯
消
毒
に
よ
る
消
毒
で
、育

苗
期
の
病
害
虫
予
防
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。次
に
苗
立
枯
病
予
防
の
た

め
に「
ナ
エ
フ
ァ
イ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
」

１
０
０
０
倍
液
を
、１
箱
５
０
０
ml
か

ん
注
し
て
く
だ
さ
い
。使
用
時
期
は

播
種
前
の
床
土
に
十
分
灌
水
し
た

後
か
、箱
苗
を
並
べ
た
後
の
灌
水
の

際
に
混
ぜ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

育
苗
期
間
で
重
要
な
作
業
は
水

や
り
で
す
。
覆
土
が
乾
い
て
か
ら

じ
っ
く
り
灌
水
し
て
く
だ
さ
い
。表

面
だ
け
の
灌
水
で
は
中
ま
で
水
が

浸
透
せ
ず
、水
枯
れ
の
原
因
に
な
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。苗
の
長
さ

が
４
～
５
㎝
に
な
っ
た
ら
ラ
ブ
シ
ー

ト
を
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、弁
当
肥
は
田
植
え
前
４
～

５
日
に
施
用
し
ま
す
。弁
当
肥
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、稲
の
活
力
や
初
期

生
育
が
良
く
な
り
ま
す
。

　

方
法
に
つ
い
て
は
、
水
50
ℓ
に

ポ
ッ
ト
肥
料
３
５
０
ｇ
（
１
０
０
箱

分
）を
夕
方
に
１
箱
当
た
り
５
０
０

ml
灌
注
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、地
力
の
低
下
や
温
暖
化
に

よ
る
稲
体
消
耗（
活
力
の
低
下
）が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。地
力
増
強
の
た

め
、麦
わ
ら
は
燃
や
さ
ず
に
必
ず
す

き
込
み
ま
し
ょ
う
。
す
き
込
む
際

は
、窒
素
成
分
が
必
要
と
な
る
の

で
、耕
起
前
に「
硫
安
」を
10
ａ
当
た

り
10
㎏
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、水
稲
で
土
壌
改
良
資
材

（
ケ
イ
酸
成
分
が
含
ま
れ
る
）を
施

用
す
る
と
、ケ
イ
酸
の
働
き
で
稲
わ

ら
が
強
く
な
り
、上
位
葉
が
直
立
し

て
受
光
体
勢
が
強
く
な
る
た
め
、病

害
虫
被
害
の
減
少
や
雨
風
な
ど
で

の
倒
伏
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
の
悪
天
候
に
も
負
け
な
い

健
全
・
良
質
な
米
作
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

（
農
畜
産
課　

課
長 

田
中
義
一
）

 
麦
の
収
穫
前
作
業
と
水
稲
育
苗
・
作
付
け
前
準
備

麦

の

管

理

水

稲

育

苗

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

農
薬
が
目
的
の
作
物
以
外
に
飛

散
す
る
現
象
を
『
ド
リ
フ
ト
』
と

言
い
ま
す
（
図
）。
ド
リ
フ
ト
は
、

周
辺
作
物
の
農
薬
残
留
に
係
る
問

題
や
、
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ド
リ
フ
ト
が
発
生

す
る
要
因
と
、
そ
の
対
策
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
農
薬
散
布
時
の

参
考
に
し
て
、
安
全
な
作
業
を
心

が
け
て
下
さ
い
。

　

ド
リ
フ
ト
が
発
生
す
る
主
な
要

因
と
し
て
、
次
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
風
の
強
さ
と
風
向

き
で
す
。
風
が
あ
る
と
き
に
散
布

す
る
と
ド
リ
フ
ト
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
風
が
強
い
ほ
ど
そ

の
可
能
性
は
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
散
布
し
た
農
薬
の
多
く
は
風

下
方
向
に
ド
リ
フ
ト
す
る
た
め
、

風
が
弱
い
時
で
も
風
向
き
に
は
十

分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

２
つ
目
は
、
散
布
時
の
粒
子
の

大
き
さ
で
す
。
粒
子
が
小
さ
い
ほ

ど
、
空
中
に
漂
う
時
間
が
長
く
な

り
、
ド
リ
フ
ト
す
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。
逆
に
、
粒
子
が
大
き

す
ぎ
る
場
合
も
作
物
や
土
壌
に
落

ち
た
も
の
が
跳
ね
返
り
、
周
辺
に

ド
リ
フ
ト
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

３
つ
目
は
、
散
布
時
の
圧
力
で

す
。
散
布
時
の
圧
力
が
高
い
ほ
ど
、

遠
く
ま
で
農
薬
を
散
布
で
き
ま
す

が
、
そ
の
分
、
ド
リ
フ
ト
の
危
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。
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介
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。
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ド
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。
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縁
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。
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と
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。
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座

お
問
い
合
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は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６
ー
２
２
ー
２
５
５
１

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

果
樹
係
）

図　ドリフトのイメージ

１　

ド
リ
フ
ト
の
発
生
要
因

２　

ド
リ
フ
ト
の
対
策

風

飛散した
農薬
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…
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限
な
ど
で
体
重
を
減
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す
こ
と

⑧
ち
ら
し
や
に
ぎ
り
が
あ
り
ま
す

⑩
柱
・
傷
・
５
月
５
日
・
ち
ま
き
か

ら
連
想
さ
れ
る
童
謡

⑫
届
い
た
手
紙
の
│
を
切
っ
た

⑭
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
る

こ
と

⑯
屋
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で
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生
す
る
と
き
に
机
代

わ
り
に
す
る
道
具

⑱
マ
ニ
キ
ュ
ア
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新タマネギの丸ごとスープ

タマネギ

レシピ：野菜ソムリエ上級プロ　久保ゆりか

【材料】 2人分
　新タマネギ2個、ベーコン40g、水300㎖
　タイム（ローリエ）少々、コンソメ1個、塩・黒胡椒　各少々

【タマネギの選び方】

【作り方】
　1新タマネギは皮をむいて十字に切り込みを入れる。ベーコ
ンは食べやすく切る。

　2鍋に1、水、タイム、コンソメを入れて、沸騰したら中弱火に
し、蓋をして約20分コトコト煮る。塩・胡椒で味を調える。

　3器に盛り付け、黒胡椒を振る。

皮の色が濃く、ツヤがあり、重みのあるもの。頭
の部分が細く、締まっているものが良品。

【タマネギの保存方法】

一般的なタマネギは、風通しの良い冷暗所に
保存。ただし、新タマネギは水分が多く傷みや
すいので、袋に入れて野菜室で保存がオススメ
です。

【タマネギの食べ合わせ】

タマネギ 豚肉・レバー ＝疲労回復＋（ビタミンB1
 ・硫化アリル）

（ビタミンB1）

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

応募締切日…2022年5月30日㈪（当日消印有効）

※先月号は75人の応募がありました。

Ａ

ヤ
Ｂ

エ
Ｃ

ザ
Ｄ

ク
Ｅ

ラ
★チーム寿さん
★ちゃん127さん
★しあわせ配達さん

★和田和子さん
★ぜろくららさん

今
月
の
〝
パ
チ
リ
〞

ラ
イ
ブ
が
て
ら
、
時
々
朝
倉
へ

行
き
ま
す
。
行
く
た
び
に
お
野

菜
の
元
気
さ
に
び
っ
く
り
し
ま

す
！
街
中
の
お
値
段
と
の
違
い
に

も
び
っ
く
り
？
（
笑
）
ま
た
行
き

た
い
で
す
。

（
大
野
城
市 

あ
と
み
る 

？
歳
）

こ
れ
か
ら
は
桃
や
ブ
ド
ウ
、

イ
チ
ジ
ク
、
梨
な
ど
フ
ル
ー

ツ
も
は
じ
ま
り
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
、

ま
た
朝
倉
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
！年

度
が
始
ま
り
若
葉
マ
ー
ク
の

車
を
み
か
け
る
様
に
な
り
ま
し

た
。
車
の
一
年
生
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一

年
生
、
社
会
人
一
年
生
、ｅ
ｔ
ｃ
　

頑
張
っ
て
ね
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

先
日
の
雨
は
一
年
生
は
最
初
の
試

練
な
の
か
な
。

（
朝
倉
市 

ス
ズ
ラ
ン 

63
歳
）

い
ろ
い
ろ
な
一
年
生
が
あ
り

ま
す
ね
。
私
も
何
か
の
一
年

生
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
か
な
？

昨
年
ア
ス
パ
ラ
一
株
植
え
て
去

年
一
本
収
穫
！
今
年
は
な
ん
と

も
う
五
本
収
穫
！
美
味
し
く
食
べ

て
い
ま
す
。

（
筑
前
町 

あ
い
こ
に
ゃ
ん 

68
歳
）

自
分
で
育
て
て
収
穫
す
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
美
味
し
い
で

し
ょ
う
ね
！

ド一 新

親
戚
か
ら
「
初
物
だ
よ
」
と
た
く
さ

ん
の
タ
ケ
ノ
コ
が
届
き
ま
し
た
。早
速
、

煮
物
や
天
ぷ
ら
に
。
春
を
感
じ
る
食

卓
に
心
が
弾
む
ひ
と
時
で
し
た
。

Ａ
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
天
気
も
よ

く
、歩
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ

し
い
で
す
。

(

朝
倉
市 

１
７
８
ｋ 

58
歳)

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
皆
様
に
喜
ば

れ
る
企
画
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

が
終
わ
り
藤
の
花
が
咲
き
始
め

ま
し
た
。
季
節
ご
と
に
花
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

私
も
自
分
の
た
め
に
も
う
一
花
咲

か
せ
な
く
ち
ゃ
！
歳
を
重
ね
る
ご

と
に
素
敵
に
輝
け
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。（

朝
倉
市 

み
る
き
ぃ 

63
歳
）

素
敵
な
意
気
込
み
で
す

ね
！
輝
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
れ
ば
き
っ
と
輝
け
ま

す
♥年

も
前
か
ら
佐
田
川
の
金
丸
橋

付
近
に
白
鳥
が
、
つ
が
い
で
住

み
つ
い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
小

田
橋
の
上
流
の
入
龍
神
社
あ
た
り

ま
で
泳
い
で
き
て
い
ま
す
。

（
朝
倉
市 

ヒ
ー
バ
ー
バ 

72
歳
）

白
鳥
が
い
る
ん
で
す
ね
。
子

供
と
一
緒
に
見
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

何 桜

月
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
や
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー

ス
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。
そ
し
て

大
豆
の
生
産
第
三
位
だ
っ
た
の
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
久
留
米
市 

や
の
み 

32
歳
）

嬉
し
い
お
言
葉
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
冥

利
に
尽
き
ま
す
！
今
後
も
皆
様

が
そ
う
な
ん
だ
！
と
思
え
る
情

報
を
発
信
し
ま
す
。

シ
ピ
が
楽
し
み
で
い
つ
も
広
報

誌
を
待
っ
て
い
ま
す
。
頭
の
体

操
、
脳
ト
レ
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
作
り
も
少
し
し
て
い
ま
す
の

で
害
虫
対
策
の
事
も
大
変
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。（

朝
倉
市 

Ｋ
・
Ｍ 

86
歳
）

広
報
誌
を
待
っ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
私
も
原
稿
確
認
の
時
に
、

頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
ク
イ
ズ
の
答

え
を
出
し
て
い
ま
す
！

レあ
と
が
き

廣瀬

▲「幸福の木」のような大根
井上賢一さん
（4月7日）

▲カーネーション出荷順調
平井靖郎さんのハウスにて

（4月21日）
▲道の駅原鶴・ファームステーションバサロのコイノボリ

（4月19日）

Ｊ

先
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加
し
ま
し
た
。
天
気
も
よ

く
、歩
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ

し
い
で
す
。

(

朝
倉
市 

１
７
８
ｋ 

58
歳)

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
皆
様
に
喜
ば

れ
る
企
画
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

が
終
わ
り
藤
の
花
が
咲
き
始
め

ま
し
た
。
季
節
ご
と
に
花
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

私
も
自
分
の
た
め
に
も
う
一
花
咲

か
せ
な
く
ち
ゃ
！
歳
を
重
ね
る
ご

と
に
素
敵
に
輝
け
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。（

朝
倉
市 

み
る
き
ぃ 

63
歳
）

素
敵
な
意
気
込
み
で
す

ね
！
輝
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
れ
ば
き
っ
と
輝
け
ま

す
♥年

も
前
か
ら
佐
田
川
の
金
丸
橋

付
近
に
白
鳥
が
、
つ
が
い
で
住

み
つ
い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
小

田
橋
の
上
流
の
入
龍
神
社
あ
た
り

ま
で
泳
い
で
き
て
い
ま
す
。

（
朝
倉
市 

ヒ
ー
バ
ー
バ 

72
歳
）

白
鳥
が
い
る
ん
で
す
ね
。
子

供
と
一
緒
に
見
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

何 桜

月
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
や
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー

ス
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。
そ
し
て

大
豆
の
生
産
第
三
位
だ
っ
た
の
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
久
留
米
市 

や
の
み 

32
歳
）

嬉
し
い
お
言
葉
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
冥

利
に
尽
き
ま
す
！
今
後
も
皆
様

が
そ
う
な
ん
だ
！
と
思
え
る
情

報
を
発
信
し
ま
す
。

シ
ピ
が
楽
し
み
で
い
つ
も
広
報

誌
を
待
っ
て
い
ま
す
。
頭
の
体

操
、
脳
ト
レ
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
作
り
も
少
し
し
て
い
ま
す
の

で
害
虫
対
策
の
事
も
大
変
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。（

朝
倉
市 

Ｋ
・
Ｍ 

86
歳
）

広
報
誌
を
待
っ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
私
も
原
稿
確
認
の
時
に
、

頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
ク
イ
ズ
の
答

え
を
出
し
て
い
ま
す
！

レあ
と
が
き

廣瀬

▲「幸福の木」のような大根
井上賢一さん
（4月7日）

▲カーネーション出荷順調
平井靖郎さんのハウスにて

（4月21日）
▲道の駅原鶴・ファームステーションバサロのコイノボリ

（4月19日）

Ｊ

先
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インフォメーション

温かい麺をどうぞ！温かい麺をどうぞ！

お申込み・お問い合わせ
筑後川河川事務所　吉井出張所

☎０９４３－７５－２３００

■配布期間　１回目　５月下旬～６月中旬
　　　　　　２回目　９月下旬～10月下旬
■条　　件　現地まで取りに来られる方、
　　　　　　営利目的でない方

草を差し上げます
筑後川では、堤防の機能保全を図るため、河川
堤防などに繁茂する雑草の伐採を行っています。
伐採した草を梱包し、希望者にお渡しします。

お問い合わせ先　果樹課　☎0946-23-8341
中央選果場内　　野菜課　☎0946-23-8342

◇新たに農業をはじめたい方
◇作物転換や複合経営を検討されている方

果樹・野菜新規栽培説明会果樹・野菜新規栽培説明会果樹・野菜新規栽培説明会

※9月、12月にも開催予定です

ＪＡでは農家所得の向上をめざして果樹・野菜作りを推進しています

説明会日程

6月7日（火）午後６時～7時30分
JA本店２階 第２会議室

日時

場所

歓迎!!

果樹
もも
すもも
とよみつひめ
キウイフルーツ
ぶどう
なし
かき

イチゴ
アスパラガス

ハウス５月下旬～６月、ロジ６月中旬～８月中旬 
ロジ６月～７月
ハウス７月～１０月、ロジ８月～１１月
ロジ１０月下旬～１１月上旬
ハウス７月下旬～９月上旬
７月～９月
９月～１２月

ハウス１２月～５月
ハウス１月～１０月

野菜

収
穫
時
期

東峰支店72-2221　杷木支店 62-1023　朝倉支店 52-2111　三奈木支店 22-2456 
甘木中央支店 24-0707　秋月支店 25-1515　三輪支店 22-3800     夜須支店 42-4111

お問い合わせ先

令和４年４月１日（金） ～ 令和４年９月３０日（金）

自動車・バイクを
購入の際は
最寄りの支店へ
ぜひご相談下さい！

自動車・バイクを
購入の際は
最寄りの支店へ
ぜひご相談下さい！

融資の事なら何でも
任せていただけるよう
頑張ります。

お問い合わせ先　お近くの支店（共済窓口）まで

令和4年度 新入職員
融資運用課　林 翔人

農との共生を育み地域と共に  Vol.25　総合企画部　　事業紹介

お問い合わせ先　総合企画部　組織ふれあい課　☎0946－22－1917

　私たちJAは、「食を育む農業の大切さを伝える」「地域の伝統食・食文化を復興・伝承」「食農教育を通
じて協同活動の理解とJAのファンづくり」を目的に各JAの特色ある活動を行っています。この活動（イベン
ト）を県全体で情報の集約・発信を行うツールとしてLINEを活用。生産者と消費者がともに、将来にわたっ
て福岡県農業を支えていく「福岡の食と農を、LOVEでつなごう！」を合言葉に「食・農ラ部！」を立ち上げま
した。

県域に響け!!  食と農の
情報発信に向けた取組み
県域に響け!!  食と農の
情報発信に向けた取組み

　筑前あさくら管内で採れた農畜産物のおいしさや農業の大切さにふれ、ＪＡを身近に感じていた
だきたい。私たちが取り組む食農教育活動や直売所のイベント情報、農業の魅力を伝えます。
　支店窓口にQRコードの掲示を行います。ご登録お待ちしております！

～組織ふれあい課よりひとこと～

～JA筑前あさくらから 地域情報をお届けします!～

①食と農に関する学びや
簡単な農機具講習会など
の情報

②安全・安心な食材を
使った伝統料理教室や
みそ造りの募集案内・活動
報告

③農業体験やウォーキング
大会などイベントの募集案
内・活動報告

④農産物販売会の開催告
知や旬の野菜・果樹の直
売所情報

勉強したい！

①学び部
つくりたい！

②お料理部
やってみたい！

③体験部
買いたい！

④お買物部

組織ふれあい課
課長 熊本 都志子

共済掛金例共済掛金例 【ご契約例】共済金額500万円、99歳払込終了、
　　　　　月払（口座振替扱）（令和4年4月時点）

※この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および
　「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。
※ご不明な点があれば最寄りのＪＡ筑前あさくら支店窓口までお問合せください。　　　　　　　　　　　【22401500055】

加入年齢

40歳

45歳

50歳

55歳

男性
3,864円

4,524円

5,379円

6,479円

女性
5,239円

6,104円

7,219円

8,699円

加入年齢

60歳

65歳

70歳

75歳

男性
7,984円

10,099円

13,154円

17,689円

女性
10,724円

13,584円

17,794円

24,209円

ご加入
※この共済には、死亡時における保障はありません。　※認知症共済金をお支払いした場合にはご契約は消滅します。　※こ
の共済には、指定代理請求特約を必ず付加していただきます。　※共済金等のお支払いは責任開始時以後に生じた病気ま
たはケガによる場合に限ります。　※認知症共済金および軽度認知障害給付金にかかる責任（保障）の開始は、ご契約日から
その日を含めて1年を経過した日からとなります。なお、共済掛金の払込免除についてはご契約日から保障します。　※軽度認
知障害給付金は共済期間を通じて1回のみ支払われます。

LINEから かんたん部員登録！

QRコード

QRコードを読み込む 友達追加をPUSH

秋月支店 支店長　小幡 金弘

STEP 1 STEP 2
STEP 3
登録OK!!
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インフォメーション

温かい麺をどうぞ！温かい麺をどうぞ！

お申込み・お問い合わせ
筑後川河川事務所　吉井出張所

☎０９４３－７５－２３００

■配布期間　１回目　５月下旬～６月中旬
　　　　　　２回目　９月下旬～10月下旬
■条　　件　現地まで取りに来られる方、
　　　　　　営利目的でない方

草を差し上げます
筑後川では、堤防の機能保全を図るため、河川
堤防などに繁茂する雑草の伐採を行っています。
伐採した草を梱包し、希望者にお渡しします。

お問い合わせ先　果樹課　☎0946-23-8341
中央選果場内　　野菜課　☎0946-23-8342

◇新たに農業をはじめたい方
◇作物転換や複合経営を検討されている方

果樹・野菜新規栽培説明会果樹・野菜新規栽培説明会果樹・野菜新規栽培説明会

※9月、12月にも開催予定です

ＪＡでは農家所得の向上をめざして果樹・野菜作りを推進しています

説明会日程

6月7日（火）午後６時～7時30分
JA本店２階 第２会議室

日時

場所

歓迎!!

果樹
もも
すもも
とよみつひめ
キウイフルーツ
ぶどう
なし
かき

イチゴ
アスパラガス

ハウス５月下旬～６月、ロジ６月中旬～８月中旬 
ロジ６月～７月
ハウス７月～１０月、ロジ８月～１１月
ロジ１０月下旬～１１月上旬
ハウス７月下旬～９月上旬
７月～９月
９月～１２月

ハウス１２月～５月
ハウス１月～１０月

野菜

収
穫
時
期

東峰支店72-2221　杷木支店 62-1023　朝倉支店 52-2111　三奈木支店 22-2456 
甘木中央支店 24-0707　秋月支店 25-1515　三輪支店 22-3800     夜須支店 42-4111

お問い合わせ先

令和４年４月１日（金） ～ 令和４年９月３０日（金）

自動車・バイクを
購入の際は
最寄りの支店へ
ぜひご相談下さい！

自動車・バイクを
購入の際は
最寄りの支店へ
ぜひご相談下さい！

融資の事なら何でも
任せていただけるよう
頑張ります。

お問い合わせ先　お近くの支店（共済窓口）まで

令和4年度 新入職員
融資運用課　林 翔人

農との共生を育み地域と共に  Vol.25　総合企画部　　事業紹介

お問い合わせ先　総合企画部　組織ふれあい課　☎0946－22－1917

　私たちJAは、「食を育む農業の大切さを伝える」「地域の伝統食・食文化を復興・伝承」「食農教育を通
じて協同活動の理解とJAのファンづくり」を目的に各JAの特色ある活動を行っています。この活動（イベン
ト）を県全体で情報の集約・発信を行うツールとしてLINEを活用。生産者と消費者がともに、将来にわたっ
て福岡県農業を支えていく「福岡の食と農を、LOVEでつなごう！」を合言葉に「食・農ラ部！」を立ち上げま
した。

県域に響け!!  食と農の
情報発信に向けた取組み
県域に響け!!  食と農の
情報発信に向けた取組み

　筑前あさくら管内で採れた農畜産物のおいしさや農業の大切さにふれ、ＪＡを身近に感じていた
だきたい。私たちが取り組む食農教育活動や直売所のイベント情報、農業の魅力を伝えます。
　支店窓口にQRコードの掲示を行います。ご登録お待ちしております！

～組織ふれあい課よりひとこと～

～JA筑前あさくらから 地域情報をお届けします!～

①食と農に関する学びや
簡単な農機具講習会など
の情報

②安全・安心な食材を
使った伝統料理教室や
みそ造りの募集案内・活動
報告

③農業体験やウォーキング
大会などイベントの募集案
内・活動報告

④農産物販売会の開催告
知や旬の野菜・果樹の直
売所情報

勉強したい！

①学び部
つくりたい！

②お料理部
やってみたい！

③体験部
買いたい！

④お買物部

組織ふれあい課
課長 熊本 都志子

共済掛金例共済掛金例 【ご契約例】共済金額500万円、99歳払込終了、
　　　　　月払（口座振替扱）（令和4年4月時点）

※この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および
　「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。
※ご不明な点があれば最寄りのＪＡ筑前あさくら支店窓口までお問合せください。　　　　　　　　　　　【22401500055】

加入年齢

40歳

45歳

50歳

55歳

男性
3,864円

4,524円

5,379円

6,479円

女性
5,239円

6,104円

7,219円

8,699円

加入年齢

60歳

65歳

70歳

75歳

男性
7,984円

10,099円

13,154円

17,689円

女性
10,724円

13,584円

17,794円

24,209円

ご加入
※この共済には、死亡時における保障はありません。　※認知症共済金をお支払いした場合にはご契約は消滅します。　※こ
の共済には、指定代理請求特約を必ず付加していただきます。　※共済金等のお支払いは責任開始時以後に生じた病気ま
たはケガによる場合に限ります。　※認知症共済金および軽度認知障害給付金にかかる責任（保障）の開始は、ご契約日から
その日を含めて1年を経過した日からとなります。なお、共済掛金の払込免除についてはご契約日から保障します。　※軽度認
知障害給付金は共済期間を通じて1回のみ支払われます。

LINEから かんたん部員登録！

QRコード

QRコードを読み込む 友達追加をPUSH

秋月支店 支店長　小幡 金弘

STEP 1 STEP 2
STEP 3
登録OK!!
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（令和 4年 3月 31日現在）

（正）7,871人
（准）7,161人

1,637億 5千万円
189億 3千万円
1,336万ポイント
59億 8千万円
87億 4千万円
37億 4千万円

vol.026

第
１
号
議
案
　
学
識
経
験
理
事
・
女
性
理
事
候

補
者
の
推
挙
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
内
部
監
査
計
画
に

つ
い
て

第
３
号
議
案
　
マ
ネ
ロ
ン
に
お
け
る
リ
ス
ク
評

価
書
の
改
正
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
令
和
４
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
有
期
契
約
職
員
就
業
規
則
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　

第
６
号
議
案
　
役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入

に
つ
い
て

第
７
号
議
案
　
次
期
３
ヵ
年
中
期
経
営
計
画
に

つ
い
て
　

第
８
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
収
支
計
画
に

つ
い
て
　

第
９
号
議
案
　 

令
和
４
年
産
米
穀
の
出
荷
契
約

書
及
び
委
託
契
約
内
容
の
開

示
に
つ
い
て
　

　
　
　

①
学
識
経
験
監
事
・
員
外
監
事
候
補
者
の
推
挙

に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

③
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

④
不
祥
事
再
発
防
止
策
兼
整
備
計
画
書
進
捗

報
告
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ａ
共
済
苦
情
等
対
応
要
領
改
正
に
つ
い
て

⑥
令
和
３
年
度
２
月
末
事
業
実
績
及
び
今
年
度

見
通
し
に
つ
い
て
　

⑦
総
代
会
ま
で
の
主
な
行
事
予
定
に
つ
い
て

⑧
店
舗
機
能
再
構
築
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

令
和
４
年
３
月
30
日
の
令
和
3
年
度
第
12
回
定

例
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議
さ
れ

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

朝倉東高校 

　 ３年 平田 蘭さん
学校の春休みに家族で甘木公
園に夜桜を見に行った時の写
真です。
あまりにもきれいで、桜が散
るのがもったいないな…と思
いました。

甘木公園に愛犬と散歩
に行ったときに撮った写
真です。愛犬を見ながら
下を向いて歩いていた
けれど、ふと上を見上げ
ると、桜が空に広がって
いるみたいでとても綺
麗でした。

部活の練習試合の休憩中にふと撮った写
真です。朝倉東高校の中にある桜の木でと
ても綺麗でした。

山下 愛羅さん
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あい   らやました


